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豪雨による河川増水後の海岸域で採集された

オサムシ科甲虫
( 石狩川河口右岸および望来海岸における採集日録)

松本英明・ 森田誠司・ 松本俊信

北海道は台風の影響をほとんど受けないため、大洪水に見舞われることは少ない。過去20年間の記
録をみても、石狩川下流域における1962年とl 975年の2例のみである。 このため、河川增水により流
されてきた昆虫を採集する機会は極めて少ない。

筆者らはl981年8 月初旬および8 月下旬の豪雨後に、河川增水により海岸に流れ着いたと思われる

オサムシ科甲虫を採集する機会を得た。北海道では、このような条件下での採集例が少ないので採集

目録として報告し、英味ある種については若干の考察を加えた。

気象状況

1981年8 月は、 北海道では珍しく 2 回の豪雨に見舞われた。

8 月初旬は、  3 日夜から6 日未明にかけて道央を中心に記録的な豪雨となった。 これは、豪雨直前

まで 着をもたらしていた勢力の強い太平洋高気圧・ 北海道上空にさしかかった寒冷前線および北上

して来た台風第l2号が三者一体となったためで、北海道観測史上初めての記録的な豪雨となった。 降

石狩川河口付近概略図( I : 石狩川河口付近右岸, M: 望来海岸)



さやばね .Aa7 1981年
い:わみさ'わ えにわ びばい くりさわ

り始めから6 日午前9 時現在までの総雨量は岩見沢410_、意庭406一、美項404n、栗沢403一、
さつ度ろ 110・がわ あさ 0 t・i:,
札幌294一、深川344一、旭川297一などであった。

i i・11tる くつち

8 月23日には、 北海道南部に台風第15号が上陸し、 岩見沢124n、札幌229 n、 小搏l i on、 倶知
ん むろらん のlll【リべつ
安158M、 室蘭226一、 登別333nの雨をもたらした。

現地状況
1 1 らい

石狩川河口から望来地区まで約6 Km砂浜海岸が続いていて、石狩川河口付近は石狩砂丘となってい
る。 望来では日本海に望来川が流れ込んでおり、この地区の砂浜の後方は7 ~8 mの崖になっている。
これらの地域には多くの流木( 自然木・ 材木など) 、牧草、枯草や座介などが流れ着いていた。

このような流着物は、 8 月7 日から8 日にかけて石狩川河口から流れ出たものである。 しかし、河

口西側の石狩浜には流れ着いていなかったため、潮流に乗って打ち寄せられたものと思われる。

流着物の打ち寄せられた地域においても、石狩川河口右岸と望来海岸では特に、枯草や座介が多く

流れ着いていた。 オサムシ科甲虫はこのような状態の、 枯草や座介下で極めて多かった。

採集目録

Ca n b i n i オサムシ族

1. Carabus・  (.a'onoeocarabus・) m. aend e r paiudis Gehin セスジアカガネォサムシ

望来海岸 : 1 頭,  8 月25日, 松本( 英 )
2. C . ( Carabus・ ) g r uiatus 3l ao_s is Bates エゾ( アカガネ ) オサムシ

望来海岸 : l頭,  8月11日, 松本 ( 俊 ) ; 2頭, 8月25日, 松本 (英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸: 2 頭,  8 月16日, 松本 ( 英 )
3. C. ( Eu,tetocaTa.0u.f ) cone1, t t a to r んoM;a1.dens・ts Lapouge コブスジアカガネォサムシ

望来海岸: 1 頭,  8 月25日, 松本 ( 英)
Cychr i ni セダカオサムシ族

4. C3lc;,rus・ moraul t t zt Gehin セダカ オサムシ

石狩川河口右岸: 2 頭, 8 月l6日, 松本( 英) ・ 松本 ( 俊)
L o r i ce r i n i ツノヒゲゴミムシ族

5. L o r t ee r a pt i t cornts ( Fabr ic ius ) ツノヒゲゴミムシ( 図 )
望来海岸 : 3 頭,  8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸: l 頭, 8 月l6日, 松本 ( 俊)
Neb r i i n i マルクビゴミムシ族

6. IVe il n a ( Paranebna ) ocんo f f, ca Sahlberg クロ マルク ビゴ ミ ムシ

望来海岸: 1 頭,  8 月25日, 松本 ( 英)
Scar i t i n i ヒョウタンゴミムシ族

7. Ci tvtna fos・sor saeんai i n1.ca Nakane カ ラフ ト ヒ メ ヒ , ウタ ンコ' ミ ムシ

望来海岸:17頭,  8月l l日, 松本( 俊) ; l l7頭,  8月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 13頭, 8 月l6日, 松本( 英 ) ・ 松本 ( 俊)
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, 漁_による河川期水後の海岸域で採集されたオサ �シ科甲 ・ (松本英明

8.  .D3,s,eんi nus ( 1)ys・ehir iw ) ba t - A ndr ewes ムネァカチ ビヒ , ウタ ンコ'ミ ムシ

望来海岸 : l頭, 8月25日, 森田

9. D . ( Dyscit inodes ) yezoeTLs・is・ Bates オオチビヒ , ウタ ンゴミムシ

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 俊 )

B ro8c i n i オサムシモドキ族

10. Cra.s,pedonotus t i btat t .s・ Schaum オサムシモ ドキ

石狩川河口右岸: 6頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本( 俊)
造巣していたことから、 流れ着いたものではなく土着のものであろう。

Trechin i チビゴミムシ族

l l.  Treehus・ (Epaphius・) epht,ppiatu,s Bates ヒラタキイロチビコ' ミムシ

望来海岸: l l頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; 194頭, 8月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 35頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

常翅の斑故 と後翅を欠く個体( f aeg,rotu,s ) も得られた。

l 2. Las・i ot rechu.s・ di.s・cu.f ( Fabr icius ) フタホシチビコ' ミムシ ( 図 )

望来海岸 : 1頭, 8月l l日, 松本 ( 俊) ; 10頭, 8月25日, 松本 (英) ・ 森田

石狩川河口右岸 :32頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本( 俊)
13. Trechobtem.u.s・ sp. (図)

望来海岸 : 1 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊 )
石狩川河口右岸 : 6 頭 ( 4 頭は上野俊一博士所蔵 ) , 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

上野俊一博士によれば、 T. posti tenatu,s ( Bates )  アトスジチビゴミムシによく似るが、雄交

尾器を含む外部形態は少々 異なるという。 北日本の中での変異をおう必要があるが、現在のところ

東北地方からの採集記録がないため、 種名は保留にしておくとのことである。

B emb i d i i:n l ミズギワゴミムシ族

l4. Taoん31s ( Eotac・hy.s・ ) paues・cms・ Bates ウスイロコミズギヮコ'ミムシ

望来海岸: 5 頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; l8頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 英)
石狩川河口右岸: l l頭, 8 月16日, 松本( 英) ・ 松本 ( 俊)

15. T .  ( E ) .s, e n c a ? s B ates ウスオビコ ミズギヮ ゴミ ムシ

望来海岸: 1頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; 1頭, 8月25日, 松本(英)
石狩川河口右岸 : 5 頭, 8 月16 日, 松本 ( 英 )

l6. T .  ( Maerotacfi,ys ) re cur t,1,co u i s Andrewes アトオビコミズギヮゴミムシ ( 図 )

望来海岸: 1頭, 8月11日, 松本(俊) ; 6頭, 8 月25日, 松本(英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 5 頭, 8 月16日, 松本( 英 )

種名は長崎から記 されたT ref tencot tis Bates, (1883 ) の改名である。本種は、触角第2
節と第3 節が等長であることや体型から、ほかの日本産:「acんys・ 属の種と容易に識別できる。  従来

北海道からは未記録であった。

17. T .  ( ELaphropu,s・ ) bifoueatus・ MacLeay キイロマルコミズギヮゴミムシ

望来海岸: 10頭, 8月11日, 松本 ( 俊) ; 7頭, 8 月25日, 松本 ( 英) ' 森田 ' 松本 ( 俊)
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さやl ;「ね J'6. 7 l981年

石狩川河口右岸: l2頭, 8 月l6日, 松本( 英)
18. :「 .  ( Tacbyura ) em ra t w Bates ヒ ラ タ コ ミ ズキ'ワ ゴミ ムシ

石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月16日, 松本( 英)
l g.  l「 . ( T ) f u,sei eaud,a B ates ウスモンコ ミズギワゴミムシ

望来海岸: 2頭, 8 月25日, 松本 ( 英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸: 1 頭,  8 月l6日, 松本 ( 英)
20 :「 .  ( T ) fact it ious Bates ヨ ツ モ ンコ ミ ズギ ヮ ゴ ミ ムシ

望来海岸: 3頭, 8月25日, 松本( 英) ・ 森田

石狩川河口右岸 : l 頭, 8 月16日, 松本 ( 英)
21.  Bem.bid1,on ( Notaphu.s・ ) f asc ia tum (Motschulsky ) ヒメ マダラ ミズギヮコ' ミムシ

望来海岸 : 1 頭, 8 月25日, 森田

22. B. ( N ) sem.1,punctatum ( Donovan ) ( =etegla,tt;u.1,um. Sahlbe「g )
コマダラ ミズギヮ ゴミムシ

望来海岸: 3頭,  8月l l日, 松本( 俊) , 1 頭, 8 月 日, 松本 ( 英 )

石狩川河口右岸 : 3 頭, 8 月l6 日, 松本 ( 英)
L indroth (1963 ) はB.  eiegan,tuLu,mの lectotypeと B. s・e - punc ta tum を比較した結果、

B eteg,an,tuiu,mをB. se-punetatu,mのシノニムとみなしたo日本からは、上野( l954) によ
t i ti '・・ i:, _ い <つしゃろこ

り北海道の北見相生および屈斜路湖から初記録された。

23. B.  ( Di,pLocampa ) as,.f l ,niLe  ( Gy1lenhal ) ウスモンケシミズギヮコ'ミムシ ( 図 )

望来海岸: 1 頭, 8 月25日, 松本 ( 英)
石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月l6日, 松本 ( 俊 )

湖沼の水辺などにみられるが、 日本での流水城からの記録はない。

24.  B.  ( .Bembtdton ) paed1.scum B ates ヨ ツポ シケシ ミズギ ヮ ゴ ミ ムシ

望来海岸: 3頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊) ; 3頭, 8 月25日, 松本( 英 ) ' 松本 ( 俊 )
石狩川河口右岸 : 3 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

25.  B.  ( Perypんu.s・) do io ro.fum (Motschuls10' ) チシマミズギヮ ゴミムシ

望来海岸 : 1頭, 8月25日, 森田

石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )
26.  B.  ( P ) ;mo raul i t z i C s i k i ヨ ツポシ ミ ズギヮ ゴ ミ ムシ

望来海岸: 3頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 1 頭, 8 月25日, 松本(英)
石狩川河口右岸: 3 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

27.  B. ( P ) p op p u capt1,uoruln Netol i tzlor カギモンミ ズギヮ ゴミムシ

望来海岸:14頭, 8 月l l 日, 松本( 俊) ;66頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸: l 2頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本( 俊)

28.  B.  ( P ) s・emt iu,,uun .s・emi Lu:n,1.um Netol i tz ツマキミズギワゴミムシ

望来海岸: 3頭, 8月11日, 松本( 俊) ; 5頭, 8 月25日, 松本(英) ・ 森田
石狩川河口右岸 : 2頭,  8 月l6日, 松本 ( 英 )
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・装南による河川 水後の海1;i域で採集されたオサムシ科甲虫 ( 松本英明他)

29. B.  ( P ) cnen i do tum Bates ウスモ ンミ ズギワゴ ミ ムシ

望来海岸: 2頭, 8月11日, 松本(俊) ; 3頭, 8月25日, 森田
石狩川河口右岸 : 4 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

30.  B.  ( Limnaeopery w ) quad,r ii npre.s,.sum ( Motschulsky ) オオズミズギワコ' ミムシ

望来海岸: l 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊)
海浜性の種であり、望来海岸が本来の接息場所であると思われる。

31.  B.  ( .a'i rmoptatapftus・) phcuLatum. Bates ヒメスジミズギヮゴミムシ

望来海岸: 2 頭, 8 月25日, 松本 ( 英) ・ 松本 ( 俊)
32. B.  ( Euryt racf,eLus ) pog,ono ides Bates ムナビロツヤミズギヮコ' ミムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )

33. B.  ( Chr31.s,o,braeteon ) s t e no de r um B ates ドウイロ ミズギヮコ' ミムシ

望来海岸 : 1 頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊)
34.  Asopfi.tdton s・em i tl a ium ( Motschuls ) メ ダカチビカワコ' ミムシ

望来海岸 : 1頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ;17頭, 8 月25日, 松本 (英 ) ・ 森田・ 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )
P at rob i n i ヌレチゴミムシ族

35. Pa t robus ( Patrob ) f ta1, ipes Mot schu ls キアシヌレチゴミ ムシ

望来海岸: 2頭, 8 月25日, 松本( 英 )
P t er o8 t i ch i :n l ナガゴミ ムシ族

36. Poeci tus・ ( Poect tus・ ) coo nιes c _ s eneopoLetLs・ Solsky キ ンナガゴ ミ ムシ

望来海岸: 2頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; 6頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 2 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊)

37. P te ros t io,んu.s・ ( Lagarus ) suLc t tar.s・i s Morawi tz アシミゾナガゴミムシ

望来海岸: 12頭, 8 月. �日,  松本(  英)  ・  森田・  松本(  俊
石狩川河口右岸 : 7頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊)

38. P.  ( PLedarus・?) sp.

望来海岸: 2頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊) ; 2頭, 8 月25日, 松本 (英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月l6日, 松本( 英)
P . ( P. ) n.eg1,cot,, Morawi tzチビホソナガゴミムシに似るが、前胸背側縁後部は波曲せず、
後角は鈍角である。また、触角・ 肢は黄褐色で、上翅第3 間室にはnegLectusと同じく 2孔点をそ
なえる。筆者らは、 この地域の他に道北・ 道東の湿地で本種を得ている。

39. P . ( Argru,for ) sp.

望来海岸: l9頭, 8 月l l 日, 松本( 俊) ;62頭, 8 月25日, 松本( 英) ' 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 29頭, 8 月16日, 松本( 英 ) ' 松本 ( 俊)

p . 1,onginq,- s・ Bates コホソナガゴミムシによく似るが、前胸背後角は先端前で弱く波曲し、や
や角ばる。前胸背基部両側の点刻は明康で、上翅第3 間室に l 孔点をそなえることなどから、 Je-
dljlfka( l958 ) がシベリアのSotka Goraを換式産地として記載したP.  ( A. ) sot lbaens , s に

s
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近い種であると思われる。北海道にひろく分布し、河川や湖沼の水辺や湿地に普通にみられる。

40. P.  ( Eu,r1lthoracana ) haptoderoides・ Japana a s・ ( Lutshnik ) ト ッ ク リ ナガ ゴミ ムシ

望来海岸:15頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 27頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 5 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

41.  P'. ( Rhag,adus・ ) mtcrocephatus (Motschulsky ) コ ガシラナ ガコ' ミ ムシ

望来海岸: 1頭, 8月l l日, 松本( 俊 ) ; 2頭, 8月25日, 松本 (英 ) ・森田

石狩川河口右岸: 4 頭, 8 月l6日, 松本( 英 ) ・ 松本( 俊)
42.  P.  ( PLat3lsm.a ) Lept is Bates ク ロオオナ ガコ' ミ ム シ

望来海岸: 1頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; 2頭, 8月25日, 松本( 英)
石狩川河口右岸 : 3 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

43. P.  (Metan,iu.f ) rotund,artguLus・ Morawitz ヒ メ ホ ソナガゴ ミ ムシ

石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )
44.  P.  ( M ) n tgn ta ( Fabr ic i us ) クロヒメホソナガコ' ミムシ ( 図 )
望来海岸: l頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 3頭, 8月16日, 松本(英) ・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : l 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

前種に似るが、前胸背後角は小歯をそなえ、雄の第6 腹部題板に1 瘤起をもち、 さらに旺・ 附節が

黒褐色であることなどから容易に識別できる。 湿地に接息する種で、 北海道では前種よりも普通に

みられる。

45. P.  ( Eo.steropus・ ) proLongatus Morawi tz オオ クロ ナガコ' ミ ム シ

石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )
Platyn in i ( Agon in i ) ヒラタゴミムシ族

46.  Ptat3,nuJ・ ( P'Latynus・ ) as・.s tm. t Lt s ( Paykul l ) エゾクロヒラタゴミムシ

望来海岸 : 2頭, 8 月l l日, 松本 (俊) ; 3頭, 8月25日, 松本 ( 英 ) ・森田

石狩川河口右岸 : 4 頭, 8 月16日, 松本 ( 英) , 松本 ( 俊)
47.  P . (Ps・eudopi,atynus・ ) nagnus ( Bates ) ( オオ ) ヒラタゴミムシ

望来海岸 : 1 頭, 8 月11日, 松本( 俊) ; 2頭, 8 月24日, 松本 ( 英) ・ 松本 (俊)
48.  Agonuln ( iVtpponaneんus・ ) i euoopu,s ( Bates ) タ ンゴヒラタ ゴミムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊)
49. A.  ( Eu,repんtLus ) 3lezoanu n ( Nakane ) エゾヒメ ヒラタコ' ミムシ

望来海岸: 2 頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 7 頭, 8 月24日, 松本 ( 英) ・ 森田・ 松本( 俊 )
50.  A.  ( E ) gract te S turm クロ ヒ メ ヒ ラ タ コ' ミムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月25日, 松本( 英)
51.  A.  ( E ) pt eeum ( Linn6 ) ヤセ ヒ メ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ

望来海岸: l 頭, 8 月25日, 森田

石狩川河口右岸: 4 頭,  8 月l6 日, 松本( 英) ・ 松本( 俊)
52. A.  ( E ) SL‘,i fu, hginos・u,m Habu ヒメヒラタゴミムシ (図)

望来海岸 : 4 頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊) ; 28頭, 8 月25日, 松本( 英 ) , 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸:14頭, 8 月l6日, 松本 ( 実) ・ 松本( 俊)
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要r商による河川增水後の海l;i域で採集されたオサムシ科甲虫 ( 松本英明他)

53・ A・  ( E. ) there3,i n・tppont cu.m Habu アシミゾヒメヒラタコ' ミムシ ( 図 )

望来海岸: 3頭, 8 月ll日, 松本( 俊) ; 8 頭, 8 月25日, 松本(英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 8 頭, 松本( 英) ・ 松本( 俊)

54. A.  ( E ) jur - k iartum, Jedl i tka チャバネヒメヒラタコ' ミムシ ( 図 )
石狩川河口右岸: 1 頭, 松本 ( 英)

東シベリアと日本に分布し、北海道では帯広市と池田町の2 例( Habu, l963 ) のみである。 Eu-
ropfi,i tus・ 亜属の種は湿地を樓息地としているが、本種も同じようなところに接息していると思わ
れる。 採集時には、上翅基半部の褐黄色が鮮やかであった。

55. A. (Ag,onum) s・eutp t ipes ( Bates ) ジュ ンサイ ヒラタ ゴミムシ

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 俊)
56・ A. (A ) i ,npres・sum ( Panzer ) セポシヒラタ ゴミムシ

望来海岸: 5 頭,  8 月25日, 松本 ( 英) ・ 森田・ 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸 : 4 頭, 8 月16日, 松本( 英 ) ・ 松本 ( 俊)

57.  A . ( A ) do te,ts doL _ s ( Sahlberg ) キタクロヒラタコ' ミムシ ( 図 )
望来海岸: 1頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; 1頭, 8月25日, 松本( 俊)

北海道にひろく分布し、湖沼の水際で普通にみられるが、流水域では少ない。
58. A.  ( A ) chuJt Jedl i tka チュウジ , ウヒラタゴミムシ( 図)
望来海岸: 8 頭, 8 月11日, 松本( 俊) ; 25頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : l6頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本( 俊 )

北海道にひろく分布し、河原などで普通にみられる。

59・  A.  ( Eu.ooLpodts・ ) .:;ap oM eum. (Motschulsky ) ハラ アカ モ リ ヒ ラ.タ ゴ ミ ムシ

望来海岸: l頭, 8月l l日, 松本( 俊) ; l頭, 8月25日, 松本( 英)
6(1. A. ( GI,au.cagonum ) sytplt1,s s t tc・ha i ( Jedli?ka )

望来海岸: l頭, 8月25日, 森田

61.  .Doi i chu んa le,し.s, i s んa l _ .s ts ( Scha1ler ) セア力 ( ヒラタ ) コ'ミムシ
望来海岸: 2頭, 8 月24日, 松本 ( 英) ・ 森田

石狩川河口付近 : 2 頭, 8 月l6日, 松本( 英) ・ 松本( 俊 )
62.  Synuehus・ ( S3lnuo・んu.f ) ueno i L indro th ウェ ノ ツヤヒ ラタ ゴ ミ ムシ

石狩川河口右岸 : l 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )
63.  S. (S ) c・a l t i ther es ca l, l i tんc res ( Bates ) キア シツヤヒラ タ ゴ ミ ムシ

望来海岸 : 2 頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 松本 ( 俊)
64.  S.  (S ) ar cuat i co t i i (Motschulsky ) マルカ'タツ ヤヒ ラ タ ゴ ミ ムシ

望来海岸: 5 頭, 8 月11日, 松本 ( 俊) ; 21頭, 8 月25日, 松本( 英 ) ・ 森田・ 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸: 6頭, 8 月16日, 松本( 英) ・ 松本 ( 俊)
A m,●r i !l l マルガタゴミムシ族

65. Amara ( Zezea ) piebeJla (Gy11enha1 ) ミツマタマルガタコ' ミムシ ( 図 )
望来海岸 : 3頭, 8月11日, 松本 ( 俊) ; 2頭, 8 月25日, 森田・ 松本 ( 俊)

本種は、 ョー ロツパからシベリアにかけてひろく分布し、日本からは、田中 (1959 ) により利尻島
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さやばね 7 1981年

から初記録された。その後、Hieke(1970) によりall路から、そして井上(19'78 ) により旭川から
記録されている。 zezea亜属の種は、前 節端刺が三叉することでAnar 属と容易に識別できる。

66. A.  ( ?,lmara ) cんaLei tes・ De jean マルガタ ゴ ミムシ

望来海岸:50頭, 8 月11 日, 松本( 俊) ; 48頭, 8 月25日, 松本( 英) ' 森田' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: l4頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

67. 1.  ( A ) c om, m u m s・ (Panzer ) ムネナガマルガタゴミムシ (図)
望来海岸:23頭, 8 月11 日, 松本( 俊) ;31頭, 8 月25日, 松本( 英) ' 森田' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 8 頭, 8 月16日, 松本( 英) ・ 松本( 俊)

68. A . ( A ) u s . s u, r ,. e n s・ , s L utshn i k アカガネマルガタコ' ミムシ( 図 )
望来海岸: 4頭, 8月11日, 松本( 俊) ;10頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )

69. A . ( CeLta ) sp.

望来海岸: 2 頭, 8 月25日, 松本( 俊)
A.  ( c . ) c ha i eo aea Bates コアオマルガタコ' ミムシに似るが、  体はより f latであるo通常
は、河原の乾性草地などA. chai,cophaeaと同じようなところにみられ、北海道にひろく分布する。

70. A.  ( p.feudobradytus ? ) m,aJuscuLa Chaudoir シベリアマルガタゴミムシ ( 図 )
望来海岸: 2頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 4頭, 8 月25日, 松本( 英) ' 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 3 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

中国北部、東シベリァに分布するもので、土生( l978 ) により北海道および東北北部から記録され
た。 北海道では、燈下で普通に得られる。

71.  A.  ( pseudobradytus ? ) s1.1npt1,ctdens M o raw i t z コ マルガタ ゴ ミム シ

望来海岸: 3 頭, 8月11日, 松本 ( 俊) , l3頭, 8 月25日, 松本( 英) ' 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月l6日, 松本( 英 )

72.  A.  ( Bradytus ) amphata ( Bates ) キアシマルガタ ゴミムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月25日, 森田

73.  A.  ( B ) m a c r o s・ ( Bates ) イ グチマルガタ ゴ ミ ムシ

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 英) 石狩川河口右岸: l 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )
Harpa l i:nl ゴモクムシ族

74. Ant sodacty iu,s ( Ani,sodact3lLu,s・ ) s1.glna tus・ ( Panzer ) ゴミ ムシ

望来海岸: 6頭, 8 月11日, 松本( 俊) ; 4頭, 8月25日, 松本( 英) ' 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 2 頭, 8 月16日, 松本 ( 英)

75. ffarpaiti,s ( Copt,aiomorpんus ) eapt to Morawi tz オオゴモ クムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 4頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田 ' 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 2頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )

76. E.  ( Pseudoophonus ) v tean us Haro l d ケ ゴモ クムシ

石狩川河口右岸: 2 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )
77. H.  ( P ) g n .s eu s (Panzer ) ウスケ ゴモ クム シ

望来海岸: l 頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊) ; 3頭, 8 月25日, 松本 (英) ・ 松本 ( 俊)
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兩による河川增水後の海岸域で操集されたオサムシ科甲虫 ( 松本英明他)

石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月16日, 松本( 英)
78. .a「.  ( P ) Jlur - ht ( Jedl i tka ) ニセケゴモクムシ

望来海岸: 2 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊)
79. E .  ( P ) eous, Tschi t sch6r i ne オオズケコ'モクムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ; 2頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 3 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

80. .a'. ( P ) t r i cLens M or aw i tz コ コ'モ クムシ

望来海岸: 2 頭, 8 月25日, 松本( 英 ) ・ 松本 ( 俊)
81. E. ( P ) s t n t e u s .s・mtcu.s・ Hope キアシクロゴモクムシ

望来海岸: 20頭, 8 月11日, 松本( 俊) ; l6頭, 8 月25日, 森田

石狩川河口右岸 : l2頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )
82. E. ( P. ) ,tugatanu.s・ Schauberger クロ コ'モ クムシ

望来海岸 : l 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊)
83. .a「.  ( P ) .s・i lnp t ietdens Schauberger ニセ クロ コ'モ クムシ

望来海岸 : l 頭, 8 月25日, 松本 ( 俊)
84. .a「.  ( Acardys・tus ) p lat;y!ic tus Ba tes ヒラタ ゴモクムシ

望来海岸 : 1 頭, 8 月25日, 森田

砂地や乾燥地に接息する種で、砂浜でもよくみられる。

85.
. a' . (Harpa.tu,s ) e o r p o r o.f us・ ( Motschulsky ) ヒ ロ コ' モ ク ム シ

望来海岸: 2 頭, 8 月25日, 松本 ( 英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸 : 2頭, 8 月16日, 松本 ( 英 )
86. E.  (.a「. ) bung, ii Chaldoi r マル ガタ コ'モ クム シ

望来海岸 : 2 頭, 8 月25日, 松本 ( 英 ) ・ 森田

87. Trichotichnu,,s・ ( Trio・hottchnus・ ) ion,gt tars,i s・ Morawi tz ク ビア カツヤ ゴモ クムシ

望来海岸: l 頭, 8 月25日, 松本( 英 )
石狩川河口右岸 : 2頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

88 D i c fte i r o t n chus te m t n antt s・ ( Bates ) キベリ チ ビコ'モ クムシ

望来海岸 : 4頭, 8 月25日, 松本 ( 英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸: 3頭, 8 月16日, 松本( 英 )
89.  BradyceLtus ( Taoんyeet tus ) su,b d i tu s・ ( Lewis ) コ ク ロ ヒ メ ゴモクムシ

望来海岸:10頭, 8 月l l日, 松本( 俊) ;19頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸: 3頭, 8 月16日, 松本 ( 俊 )

90. B.  ( T ) ancんoln - o ides ( Bates ) ク ロ ヒ メ ゴモ クムシ

望来海岸 : 5 頭, 8 月25日, 松本 ( 英) , 森田

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月16日, 松本 ( 俊 )
91. AeupaLpus・( So farm tpw ) んi r ar i s Tsch i ts che r i ne クロズアカチビゴモクムシ ( 図 )

望来海岸: 3頭, 8月l l日, 松本 ( 俊) ; 4頭, 8月25日, 松本 (英 ) ・ 森田

石狩川河口右岸 : 9 頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )
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Habu (1981 ) は、本種を日本( 北海道および宮城県 ) から記録し、再記 を行なった。今回得ら

れた個体はこの記 によく一致した。

92. A.  ( Pal,eu,apus・) i nor na tu.s, ( Bates ) キイ ロチ ビコ'モ クムシ

望来海岸: 1頭, 8 月l l日, 松本 ( 俊) ; 1 頭, 8月25日, 松本 (俊)
93.  StenoLopfu,s・ ( StenoLophus ) conn o t a t us Bates セ グロ マメ コ'モ クム シ

望来海岸: l頭, 8 月l l日, 松本( 俊 ) ; 6頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田

石狩川河口右岸: 3 頭, 8 月16日, 松本( 英 )
94.  S.  ( S ) proptnqu・us Morawi tz ムネァカマメ ゴモクムシ

望来海岸 :12頭, 8 月11 日, 松本 ( 俊) ; 21頭, 8 月25日, 松本 ( 英) ・ 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : 10頭,  8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )

95.  S. ( S ) t r i d1.coLor Redtenbacher ツヤマメ コ' モクムシ

望来海岸 : l2頭, 8 月11日, 松本( 俊) ; 8 頭, 8 月25日, 松本( 英) ・ 森田・ 松本 ( 俊)
石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月16日, 松本 ( 俊)

96. Anop1,ogentus evanescen t ( Hope ) キベリ ゴモ クムシ

望来海岸 : l 頭, 8 月11日, 松本 ( 俊 )
L i c i n i n i 力タキパゴミムシ族

97.  Bad1.ster ( Baud,ta ) sp.

石狩川河口右岸: 1 頭, 8 月16 日, 松本( 英)
B.  ( Ba ,a ) ,narg1.n.euus・ Bates キベリカタキバゴミムシによく似るが、外部形態に多少の
差異がみられる。 筆者の l 人、松本英明は旭川市において、 森林内にしかけた baited pitfal l
trapsにより l 頭得ている。

98. BacLt s te r ( Badts・ter ) sp.

石狩川河口右岸 : 2頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊 )
B.  ( B. ) p, ct w Bates ヨツモンカタキパゴミムシに似るが、やや大型で眼は多少小さく、中
胸および後胸腹面の色彩にかなりの差異がみられた。 この地域の他に、筆者らは、江別市( 森田誠

けんぶち

司 ) で休耕田わきの湿ったところから、 また剣淵町 ( 松本英明 ) で春期に、湿地の落葉下から得て

いる。

Ca l l i8t in i アオゴミムシ族

99.  Cんi aen1, pau tpes (Gebler ) アオ ゴミ ム シ

望来海岸: 2頭, 8 月l l日, 松本( 俊) , 2頭, 8 月25日, 松本 ( 英)
石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英) ・ 松本 ( 俊)

100. C. ct reu.nd◆uct t1,s・ Morawi tz キベリ アオ ゴ ミムシ

望来海岸: 1 頭,  8 月25日, 松本( 英)
101. C . s・t scん f lu, M6net r ies エゾアオゴミムシ ( 図 )

石狩川河口右岸 : l 頭,  8 月16日, 松本 ( 英 )
本種は、道東・ 道北で採集されているが、 石狩川流域からの正確な記録はない。

102. C' . v a r u c o r n,1, s B ates コ ガシラ アオ ゴ ミム シ

望来海岸: 1 頭, 8 月24日, 松本( 英)
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' 侮ｧによる河川増水後の海 ﾝ'域で採集されたオサムシ科甲  ( 松本英明
Ood i n i トックリゴミムシ族

108. Lachnoerelns ( Eu.taehnoerepi.f ) prof, i aa Bates ト ックリ ゴミムシ

望来海岸: 2頭,  8月11日, 松本( 俊) ; 3頭, 8 月25日, 松本(英) ・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 : l 頭, 8 月16日, 松本 ( 英)
O dac,m th i n i クビナガゴミムシ族

104. 0dacantha ( 0daeaa tんa ) puziLoi S01sky ナカグロキバネクビナガコ' ミムシ( 図 )
石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月16日, 松本 ( 俊 )
Leb i n i i n i ア トキリゴミムシ族

105. 1)emet n as ( 」Dem.etr ias ) alnurens1,s・ Motschulsky ヒメミズギワアトキリコ'ミムシ( 図)
望来海岸 : 5頭, 8月l l日, 松本 ( 俊 ) ; 5頭, 8 月25日, 森田・ 松本( 俊)
石狩川河口右岸 :11頭, 8 月16日, 松本 ( 英 ) ・ 松本 ( 俊)

筆者の1 人、森田は、石狩川河口付近から記録しているが( 森田、1977 ) 、このときの個体は植物の
茎を登っていたものである。

106. Mt croi es・f is・ m.t nut;ti,1,u.f ( Goeze ) チ ビア ト キリ コ' ミ ムシ

石狩川河口右岸 : 1 頭, 8 月l6日, 松本 ( 英 )
107. .Alyr istus graMl,s・ Andrewes スジミ ズアトキリ ゴミムシ

望来海岸: 1 頭, 8 月11日, 松本 ( 俊 ) ; 2頭, 8 月25日, 松本 ( 英) ・ 松本 ( 俊 )
石狩川河口右岸: 3 頭,  8 月16日, 松本 ( 英) ・ 松本 ( 俊 )
Brachi nin i ホソクビゴミムシ族

108. Bracbinw ae lu t cos t i s Bates アオバネホソクピコ' ミムシ

石狩川河口右岸 : 2 頭, 8 月l6日, 松本( 英 ) ・ 松本 ( 俊)
北海道初記録は、森( l979 ) による石狩町からのものであるが、このときも1975年の石狩川洪水後
の採集であった。

oこのほか、石狩川河口右岸でEiapんns ( Eiaphrt,s ) r tpar1,u,s ( Linne ) ヒ メ 、 ン ミ ・ ウモ

ドキと思われる個体を1 頭日撃している。

考 索

今回の採集で得られたォサムシ科甲虫は、 望来海岸で91 種1,242 頭、 石狩川河口右岸では79 種395
頭で、合計して108種1,637頭となった。
現地状況で述べたように、 石狩川河口右岸と望来海岸にはかなりの量の枯草が、 海岸線に沿って帯
状にたまっていた。 これらの枯草の下には極めて多くのオサムシ科甲虫がみられた。 時間的な制約も

あり、 おもに採集時に種を判別できないものを選んで採集したため、採集個体数は、 実際の接息数を
反映してはいない。

しかしながら、今回得られた種は採集個体および採集時の現地状況などから判断して、大きく 3 つ

の内容に別けられる。

°特に個体数の多かった種

以下の6 種は望来海岸と石狩川河口右岸の両地区でともに極めて多くの個体がみられた。

11
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7. C f i t, tna fo.f.s・or .f aeba t in, iea カラフ トヒメ ヒ , ウタ ンゴミムシ

24.  Belnbid ion ( Benbidion ) padis・cumヨツポシケシミズギワゴミムシ

27. B.  ( Peryphus・) poppi i ,eapti1,orua カギモンミズキ'ワ=fミムシ
39.  Pte res・f ichus・  ( .Argutor ) sp.

. onum ( omm ) eんuJ i チ , ウジ , ウヒラタゴミムシ

66.  Amara ( Amara ) cha tci tes・マルガタ ゴミ ムシ

p.  ( A. ) sp. は湿地や水辺でみられるのみであるが、ほかの5 種は、北海道では湿地に限らず、
種々 の環境でみられる普通種である。

また、 Lasiotreehw dis・cus・ フタホシチビコ' ミムシは石狩川河口右岸では数百もの個体がみられ
たが、望来海岸では少なく、  10個体余りであった。
°採集例の少ない種および未記録種

以下の7 種は、北海道では採集例の少ないものである。

48.  Agonum ( Nipponaneんus・ ) i euoo s タ ンコ'ヒラタ ゴミムシ

50.  A.  ( Europhi,Lu.s・ ) graci te クロ ヒ メ ヒ ラ タ ゴミ ムシ

51. .  ( . ) Jurecei iamm チャパネヒ メヒラタコ'ミ ムシ

62.  Syn,u,chus・  ( Synuehus ) u _ 01 ウ ェ ノ ツヤ ヒラ タ ゴ ミ ムシ

63.  Amara ( Zezea ) pLebeJa ミツマタマルガタ ゴミムシ

64.  Am L ( Setacupaipu.s・ ) んi1,a r i s ク ロズアカ チ ビゴモ クムシ

108. Braeんtnus・ aene toost i s アオバネホソク ビゴミ ムシ

このほか、 「roeんoMemus・  sp. など種名を保留にした5 種も典味あるもので、今後の研究を待ちた
いoまた、  Tacfys・ recuru,.cou,,s アトオビコミズギヮゴミムシは本州および九州に分布するがo北
海道からは未記録であった。

o流着した種と土着している種
今回得られた種は、通常、河川や湖沼などの水辺や湿地に接息するもので、砂浜海岸ではほとんど

みられないものが多かった。

さらに、海浜性の種であるBe1mbtdton ( L im.n,aeoperyphtis・ ) quadr itm,pre.f.s,um,オオズミズギヮ
ゴミムシおよび砂浜においてもよくみられる1iarpa,ius・ ( Aeardjl.s・tw ) p tatyno tu,s・ ヒ ラ タ ゴモ ク

ムシは意外に少なく、 望来海岸でそれぞれ l 個体得られたに過ぎなかった。

あとがき

以上が、 豪雨による石狩川增水後の海岸城で採集されたォサムシ科甲虫の採集日録および考察であ
る。 筆者の l 人、松本英明は北海道におけるォサムシ科甲虫のファウナを調査しているが、石狩川流

域での調査はまだまだ不完全である。 この調査が進めば、今回のような採集調査の良いback dataと
なるであろう。 本報告が今後、 このような機会に会われた方の良い参考資料となれば幸いである。

末筆ながら、 諸々 御教示頂いた国立科学博物館の上野俊一博士、 および標本写真を操影して下さっ

た松香宏隆氏に深く御礼申し上げる。
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台湾産タテジマ力 ミキリについて
Notes on AulaCOnOtuS pachypezo1(ies ToMsoN from Taiwan( ColeOPtera: Cerambycidae)

高須 明子
タテジマカミキリ u a e o o t u cんypezotde Thomson(18 ) は

して記載された種-で、,Auiao.onotu?属のtype speciesである。 日本(JaPOn) を模式産地と

本属は現在までに本種と、中国東部に分布するA. jncorru_ G . g3g_f1
u 「eSSi t t ( l )および 中国西部に分布するA・ ,'arius Gressitt(l942) の3 種が知られている

、

本種は、日本(本州' 四国' IL州' 対馬) , 台湾, 中国中部に産するとされているが台湾におけ
る記録は台湾北部の新竹州大坪( 鹿野, l9 ) と、台北(Matsushj ta lg ) の2 例

を こ業 l
から採集された本種を検することができ、 日本産個体

の

と= 討

なお、貴重な標本をご恵与下さった東京農業大学昆虫学研究室の酒井貢氏、ならびに文献 標本

図1 Auiaco1'totuJ' pac/i1,:pc zoides. Thomson(g ) A

* Aki ko Takasu ; 3- l4 , Nishiohj 3 _chemo

B
台湾(鳥来) 産; B,日本( 神奈川) 産

Shina wa - ku , Toiyo 140
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その他のご教示を賜わった下村徹氏、標本写真を撮影して下さった前波鉄也氏に厚くお礼申し上げる。

採集データ

1 9 , 台湾省台北 鳥来, l981年3 月31日, 酒井貢採集。

比較標本

2 , 広島県広島市, 1977年5 月8 日。

2 9 , 神奈川県鎌倉市, 1979年7 月4 日。

外部形態 (難)
体はやや細長く、 体色は黒色。 上翅は部分的に赤褐色で、 白色・ 淡褐色・ 黒色の徴毛が斑絞を形成

し、頭頂・ 前胸背に黒色のすじを有する。触角は体長の2 倍弱である( 図1 )。
台湾産個体を日本産個体と比較した結果、 下記の形態に差異が認められた。

o触角 各節基部の灰褐色部分が、 より長い。

。前胸背 より多くの徴毛をそなえる。

°上翅 翅端が台湾産個体では丸くなるのに対し、日本産個体では明らかに尖がる( 図2 )。 この
形質は日本産と台湾産の個体におけるもっとも顕著な相違点である。 また、上翅後方の縦じま模様

がより明瞭である。 小楯板付近の徴毛が少ない。 中央よりやや前方の一対の隆起が顕著である。

°腹部末端節 ll:i板; 後緑中央が、 より明瞭に凹状を呈する( 図3 )。背板; あまり凹状を呈さず、

節片化の状態がやや異なる ( 図4 )。

難交 器

カミキリムシ科の雌交尾器は、全体的に膜質部がほとんどであることなどから、雄交尾器に比べて、

分類学的にはあまり用いられていない。雌交尾器は産卵管(ovipositor ) 、交尾表( bursa copula-
t r ix) 、受精表( spermatheca) などから成る(Tanner , l927 ; Lindroth, l957 ; L indroth &
Palm6n, l956 )。 これらの中で、比較的節片化の著しい受精表の形態は、  鞘翅目ではテントウムシ

科 (Ehara, l952 , l953 ) ・ ハムシ科 (Varma , l955 ) ・ ゾウムシ科 ( Lenkowa, l957 ; Werner ,
l960 ) などで分類学的重要性を持つことが認められている。カミキリムシ科では、最近窪木 (1980 )
が、 ハナカミキリ亜科において受精表の重要性を報告している。

l 8

図 2 左上翅先端の形状

A, 台湾産 ; B, 日本産



-' 湾産タテンマカ ミキリについて ( 高Ill-明-f-)

o本種の日本産個体と台湾産個体の受精表について ( 図4 )
台湾産個体の受精表は、日本産個体のものと比較した結果やや幅広く、形態的な差異が認められた。

日本産個体の受精表の形態には若干の個体変異が認められたが、 幅においては変異が見られなかった

ため、 この形質を日本産と台湾産の個体の相違点として用いた。 なお、 雌交尾器の他の部分には願著

な相違は認められなかった。

oタテジマカミキリの雌交尾器の記 ( 図5 )
カミキリムシ科における雌交尾器の紹介は非常に少ないので、以下に本種の雌交尾器について各部

の形態を記 しておく。

雌交尾器は大別して4 つの部分からなる。

産卵管(ovipositor ) は膜質で扁平な簡状を呈し、基部は腹部第8 節に融合している。 産卵管先端
部は、肛側板( valvi fer ) とそれに続く一対の半腹板 ( coxite ) からなる。 肛側板の基部背面に肛門

( anus) が開口し、半腹板間に陰門( vulva) を有する。半腹板の先端部はやや節片化しており、 そ

の外縁に非常に小さな尾突起 ( stylus) が付着する。 半腹板の末端および尾突起は短い毛をそなえる。

陸( vagina) は膜質の街状を呈し、基部に一対の葉片が付着する。 これらの葉片間から総輪卵管

( common oviduct ) がのびる。陸の基部側面に, 受精表管( spermathecal duct ) および、交尾表

( bursa copulatr ix) が開口する。総輪卵管は一対の側輪卵管( lateral oviduct ) に分かれ卵巣
( ovary ) につながる。

受精表( spermatheca) は比較的節片化した細長い盲表で、大きく湾曲し、  先端でやや逆にそりか

える。そして受精表管により陸につながる。また側壁には非常に長い受精表腺( spermathecal gla-
nd) を有する。

交尾表 ( bursa copulat rix ) は、大きな袋状であるが、その大きさ、形などは、その個体の状態に

より異なる。

4

図 3 随部末端節腹板 ( 'll ) A, 台湾産; B , 日本産

図4 腹部末端節背板 ( 'll ) A, 台湾産 ; B , 日本産, スケールは1 -
l 9
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A B c

図 5 雌交尾器( 腹面 ) A, 台湾産; B, 日本産( 広島) ; C, 半腹板の先端

a, 産卵管( ovjposjtor ) ; b, 尾突起( stylus) ; c, 半度板( coxite) ; d, 肛側板
(valvifer) ; e, 陰門(vulva) ; f , 肛門(anus) ; g, 陸(vagina) ; h, 直陽
( rectum) ; j , 総輪卵管( common oviduct ) ; j , 側輪卵管( lateral oviduct ) ; k ,
交尾表( bursa copulatrix ) ; l , 受精表( spermatheca) ; m, 受精表管( spermathe-
cal duct ) ; n, 受精表腺( spermathecal gland)
ス ケ ール : A, Bは l M, Cは0.25 -

:20



r'1,11事 タテ ' マカ 、キ 1につい一 l 高 ;l'l明 1',1

以上の様に、本種の台湾産個体と日本産個体とでは、いくつかの相違が認められた。 これらの相違

は亜種以下のカテコ' リー における差異であると思われるが、今回比較した台湾産個体は雌一頭のみで

あるので、 今後さらに雄個体の比較をも加えた検討が必要である。

S UM M A R Y

A sj ng le f ema le spec imen of Au,1,acono tu f pad,ypezo tdes Thomson ( l864)  was
recorded a s the t h i rd capture f rom Tai wan by Mr. Mi tsugu Sakai i n Wu lai

o n March 3lst , l 981 . As t he resu l t of t he caref u l compar ison of t h i s ind i -

v i dua l w i t h s o m e J apanese spec imens, t here w e r e recogni zed s o m e d i f fe rent

pojnts be t ween them i n appea rance and the spermatheca of f ema le geni ta li a.

Each par t of f ema le geni talia of those spec imens w a s des cr i bed and i l l us t r ated.
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p z d o n z a類のマーキング法によ る

訪花性に関する調査

斉藤秀生・ 下山 殺・ 倉田 剛

訪花性を示すハナカ ミ キリ 類にとって訪花植物は、 後食および交尾の相手を得るための重要な生活

の場である。条件に恵まれた花には、 種々 のハナカミキリ類が数多く群がっている。 その傾向はP,. -
donia ( ヒメハナカミキリ ) 類で特に顕著であり、好条件下の花には驚くほどおびただしい数の個体
が訪れている。

Pidonia類を含むハナカミキリ類の、訪花性という性質を明らかにするためには、彼らの生活その
ものを明らかにしなければならない。 ある一つの種が、その種の持つ嗜好性のもとに訪花している、

と仮定した場合においても、 その嗜好性を支配する要因は無数に存在する。

たとえば、外的要因として一季節・ 天候・ 温度・ 湿度・ 日照・ 風向・ 風力、その他人為的なものと

して 音・ 震動・ 林道の砂埃など。

訪花植物の要因として一植物の種類・ 自生している場所・ 花のつく位置・ 花の形・ 密度・ 色・ 開花

の状態・ 開花期間など。

訪花昆虫側の要因として一植物に見合った発生時期・ 垂直分布・ 花に対する口器などの形態・ 夫敵

他の昆虫との競争・ 近縁種との優劣によって生じる駆逐などが上げられる。

したがってハナカミキリのそれぞれの種が示す訪花性の様式は、これらの要因が複雑に重り合った

結果と考えられる。 このような現状である以上、筆者らは訪花性の問題を考えるためには、 これらの

要因がどのような形で訪花性に関与しているかを、ひとっひとっ明らかにしていく方法が、最も適当
であると考えた。

pidonia類の訪花性に関しては、すでにいくつかの報告がされているo それらをまとめてみると、

1.一種により訪花植物の嗜好性が異なる ( 斉藤・ 倉田・ 星野, 1976 )。
2.一訪花植物の開花時期に合わせて他の植物への移行が見られる( 斉藤・ 倉田・ 星野, 1976 )。
3. 一特に極端な嗜好性を持つ種は必ずしも他の植物へ移動せず、 ある程度限定された嗜好性を示す

( 斉藤・ 楠・ 長山, l978 )。
4.一訪花植物の花の形態によっての嗜好性の違いが見られる( 斉藤・ 下村 ' 境, 1978 )。
5.ーサンプルを得た採集方法によって、その内容が大きく異なる場合がある( 斉藤・ 下村・ 境,

1978 )。 一となる。

今回は以上のうちから3 と4 の2 点について、総状花序のヤマブキシ ウ マ Ar un,cu・f sy iues・ter

Kostel.  ( バラ科 ) と複合散形花序のシラネセンキュウCu,1.dtun of f ic,.naie Makino ( セリ科 )
の2 種の訪花植物を用い、下記のような日的を定め調査を行なった。
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調査目的

o2 種の異なった植物に訪花した各個体の移動の有無を知る。

。マークされた個体の回収の程度を知る。

今日までの報告によれば、形態の異なった植物に訪花するPidon,ia類は、それぞれ異なった嗜好性
を示す種によって構成されている。 ある一種の植物に訪花しているPidoma類の種構成はほぼ一定で
あることから、それらの個体はかなり静的であるように思われる。
しかし、 実際にある一 種の植物に留まる傾向があるのか、 あるいは動的で常に他の花へ移動する領
向があるのか、 という事柄については未知である。

oマー キング個体を無視した場合の優占順位から、植物の花上から訪花個体をすべて採集してしまう
ことの危険度を知る。

pido,ua類の訪花性を調査する際、今日までは、 訪花植物上からPidon,ia類をすべて採集してしま
う方法を用いている( 斉藤・ 倉田・ 星野, l976 ;渡辺, 1976 ; 窪木・ 柴田' 田中, l977 ; 神田, 1979
ほか)。 植物の花上から訪花個体を採集してしまった場合、次に訪れる訪花昆虫の種構成あるいは優
占順位などが、極端に変化してしまうことが考えられる。

したがってマークされた個体の割合と、新たに訪れた個体との割合によって、実際に種構成あるい
は優占順位にどの程度の影響があるのかを知る。

・ マ ーキングによる調査方法の間題点を知る。

実際にフィールドに出てマー キングによる調査を行った場合、この方法が訪花性を調べる際にどの

ような間題点を持っているかを知る。

立地条件

以上述べたような目的にかなう立地条件をまとめると次のようになる。

同時期にあまり近縁でなく花の形態が異なった2 種の訪花推物がそれぞれ別々 に群生して開花し、

両者間およびその周辺に他の訪花植物がなく、互いの群生地がそれほど離れていない位置にあること。
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調査地域とその概要

以上の立地条件にかなう調査地域として、群馬県利根郡片品村丸沼温泉入口付近 ( 標高1,500 m)
を選んだ。

この地域は、 シラビソ・ オオシラビソの原生林であるが、 ブナ帯に近く、 ブナ・ ミズナラ・ シラカ

ンパ・ ダケカンパ・ サワグルミ・ ヤマハンノキなど種々 の落葉広葉樹が入り込んでいるため、針葉樹

林帯とブナ帯との混生帯の様相を呈している。 林床はチシマザサに被覆されるが、 要所要所にはシラ

ネセンキュウ・ オニシモツケ・ ヤグルマソウ・ ヤマブキシ , ウマなどが自生している。

調査地は図1 に示したように、国道120号線から丸沼温泉へ約250 m下った山道沿いに位置し、東
側から西側の丸沼に至る斜面上にャマブキシ , ウマ・ シラネセンキュウが自生している。 山道の約

200m,の間に、丸沼温泉寄りの沢沿いにシラネセンキュウが、国道120 号線寄りにャマブキシ , ウマ

が群生し、さらに両者の間にはPidorna類の訪花植物がまったく見られない区間が約100mほどある。
両者はいずれも西側斜面にあるため午後2 時を過ぎると西陽が直射する。

以上のような約200 mの間を調査範囲と定めた。

l l 査 期 日

1977年7 月 日   予備調査

l977年7 月29 ,30日 マーキング調査

l977年8 月 l , 2 日 マーキング個体回収

調 査方法

予備調査として7 月26 日に両訪花植物からP,.doma類を採集しその割合をあらかじめ調べる。
7 月29 ,30日には約1 時間おきに各訪花植物からP,,do,ua類をネットで採集し、  l 個体ずつにマー
キングをしたうえその場ですぐ放す。 その際にP,don,a類の種名および雌雄を確認し記録する。

8 月1 , 2 日は採集のみを行ない、マークした個体の回収を行なう。
なお、マー キングには速乾性の『ベンテルホワイト極細』を用い、ヤマブキシ , ウマの個体には右

上翅、 シラネセンキュウの個体には左上翅にマー キングを行なった。

査結果

以上のような方法で得られた結果は表1 に示す通りである。

表1 には各時間に採集しマークした個体数を記し、カツコ内にはすでにマークされた個体が回収さ

れた場合の個体数を記した。

oャマブキシ・ ウマ・ シラネセンキュウ間を移動した個体

表 l に示したデータの中から、ヤマブキシ, ウマ・ シラネセンキュウ間を移動した個体をまとめた
のが表2 である。 いずれもマークした総個体数から見れば決して顕著な結果とは言えないが、一応てJ
とつの個体が2 種の描物へ移動していることが認められた。

oマークされた個体の回収について
各種については回収された個体が非常に少なかったため、 どの種が一定の花に留りやすく どの種が
移動しやすいか、 という結論は導き出せなかった。 一度マークされた個体がほとんど再回収されなか
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表1.  マー キングを行なった個体数

( ) 内の数は29 日に、口で囲まれた数は30日にマークされた個体が回収された場合の数を示す。
ま・た0で囲まれた数はャマブキシ, ウマでマークされた個体がシラネセンキュウで、あるいは後者
でマークされた個体が前者で回収された場合の数を示す。

e 0 の 方 自 ● i
ヤ 1 プ,l' シ ・ ウマ → -シ ラネーl: ン ・ - ウ 7月29 日 l 20t l5 分 !21時l5分以●にマ - ・ した30a体のうちの l a体
ヤ ' プ・ シ ・ ウ l → -/ ラ ・l二 ン , ウ 7月 3 0日 l 3野0 5分 ヤ プ ・ シ o ' でマークされたすべての0 体の中の l 0体

' ・ ' ・ t ・ , a te 3 7月 3 0日 8■t . 5 分 a0日の7 't45分以● にマークされた10■体の中の l ● t
ヤマプ ン . つ'マ → シ?・ 本 -l: ン ・ - ウ 7 Jl 3 0日 l 3 皦 05  分 ヤ プ ・ シ ・ ウ でマークされた すべての0体の中の l 0体

e ll ・ e ' ・ f o r S ヤマプキン ・ ウマ ← シ ' 本- l: ン ・ _ ウ 7月 30日 l l I t 4 5 分 30日の 8 5 分以01に - クさ れた2◆●体の中の l ●体

, oe・ l , a ・ro・ 8 1 'l●l 7月 30日 711 4 5 分 シ・ ネセン・ - ウで29日に ' - クされた中の l a体
ヤ ' プ ・ ・ン ・ ウ マ ← ン ラ ネ セ ン キ , ウ 7月 3 0日 l l■t 5分 ークの状●から*●lf し上aの 体ではなか , た

l ・ ・ t o ・ ・ o S ヤ マ プ ・ シ ・ ウ ← ンラ本- l:ン・ - ウ 8月 1 日 l よ りシラ本・・ ン ・ - ウで ' - クされた中の l ●体

●体を区 するた0の●●●号

表2・  マークした時の 物から他の 﨑ｨへ移動した個体

ったことは、訪花植物上で見られるPidoniaを含むハナカミキリ類は、実際に生息している個体数の
極く一部が入れ替わり立ち替わり訪花している、ということを窺わせている。

また最終的な回収の結果は表3 に示した通りである。 8 月2 日の回収ではマークした個体がまった

く回収できなかったため、8 月1 日のデータを最終的な回収の結果とした。表l , 3 が示す通り、マ
クされた個体はほとんど回収されなかったo このことから、 ある植物上に訪花しているPidon,ia類
の各個体はかなり動的で、次から次へと他の値物へ移動していると考えられる。
また、斉藤・ 林・ 斉藤(1981 ) にすでに記したように、 l978年に本調査と同じ調査を行なった際、
マー キングしたdo bi l ls チャイロヒメハナカミキリ l 確が、 マークされた翌日に直線距離にして約1
Km、標高約200m上った管沼で採集されたこともPidon,ia類がかなり移動するということの一例であ
ろう。
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表3.  マークした個体と回収個体

!◆ . 5 3.5

9 2 10 10 9

2 9 1 a◆

2 9 3 l l?3

89 13 1●.6

2a l :i 6

32 0 0

● l 3 7.3

l 0 0

3 0 1 3.3

◆ 0 0

9 l !_ l

a」l,● 量
' ・ ・ - l

p ・ l l l t l ・
p t l ・ t・ ・ ' ・
p ・ - ・ _ ・ ・

67 28.◆
34 l◆.8
42 I a 3

S 4 2 2 8
3 9 l 6 S
46 l 9.◆

9 0 30 9
5 3 1 8 2
◆a l◆.8

11 l 34
l 6 22.0
1 5 I a 3

3 8 27.7
3 6 2 6.3
20 l◆.6

25 a 2 6.◆
l 8 0 I a◆
l 6 6 l 7 0

・ . l ・ ・・ l l :
p . l ・一Ll t ll ・・・二
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26 1 1.4
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l l 4 8
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7 a 0
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11 4 6
1 3 5.S
l 6 6 8
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l 7 5 a
1 3 4. 3
2 5 8 5
l l 4. 8
1 1 a 7
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7 51
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4 2 9
4 29
7 S. l
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5 S ' i 6
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29 6 24.6
27 3 2 2 7

p . - ・・・ I t t l ・・・ l
p . - ・ ・・ l l l
!' . l ・・ l l・ t ・l :
p .  ・ l ・・ l ・・ l l l
p . ・l - l ・ l ・e・・・
p . ・ l・一・ l ・・
ll . ・ - ・ - l ・

2 3 l 5 9
2◆ l 6 6

l a7
8 S 5
8 5. 5

l 2 a3
5 : i◆

35 l 7. l
l 6 7. 8
20 9.8
1 0 t 9
l l 5.◆
2 1 1 0 2

5 2◆

35 l 2 1
◆6 l 6 3

9 3 2
l 9 6.7

8 2 8
B 2

I S S 3

2 9 l ; l9
l 3 6 3
1 0 ◆.8
9 4.3

l l s.a
9 t 3
6 2 9

◆◆ IZ Z
2 6 7.2
28 7. 9
1 7 4.7
18 5.0

5 1. 4
l 6 4.◆

l 6 6 Ia 9
125 10 .

6 8 5.7
6 3 5.2
56 47
5 5 1.6
●7 a9

・ . l l ・t ・・l ・
1 ' . ・ ・ l ・・ ・ l i t _
p . ・ l l ' I e・ t ・
p . ・ l ・・ ・ l l ・ l l ・

2 1.◆
3 1. 5
6 2.9
l a 5

7 Z・
l 0.◆
3 1.1
l 0◆

l 1.g
3 1.◆

! a◆

l 3 ・ ll
3 a 8
l a 3

' i 7 ・ .
l 5 1. 2

9 a 7
2 0. 2

表4.  P idon,i a各 tのa査日別優占順位

o Pidoni a各種の優占順位について
調査を行なった日ごとに得られた個体数と優占順位を示したのが表4 である。 調査の日的からして、

マ ークされている個体が回収された場合はそのデータを除かなければならない。  したがって表4 には、

これらの個体数は含まれていない。

ヤマブキシ , ウマではdebi t is ,  testaceaニセフタオビチビハナカミキリおよびo3la;maoオヤマヒ
メハナカミキリの3 種が全体の53.7 % ( 8 月1 日 ) ~ 68.6 % ( 8 月2 日 ) を占めている。 mas・ak,・,
ムネァカョコモンヒメハナカミキリ , m.aeut1, tんoraaカクムネヒメハナカミキリ,  insuturata ヨコモ
ンヒメハナカミキリ, niat.fus・ん1. tatへリモンヒメハナカミキリ, .se ln i obscur aホソガタ ヒ メ ハナカ ミ

キリおよびobscur iorシラネヒメハナカミキリは5 日間の合計値において全体の7.3 %~5.0% であっ
たo またgrauatnaオオヒメハナカミキリ,  .s3lt1,tectaミヤマヒメハナカミキリおよびohiayas,hi i
ォォパヤシヒメハナカミキリは、全体の0.2 %以下の訪花であった。
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それに対し、 シラネセンキュウではcしobi t,.s ,  msuturataが優占的で、次いで,nacu.1, i tf,orM ,
nas・aki i と続き、 grauatr,,aからo3lanaeまでゆるやかな順位を現しているo ヤマブキシ , ウマで優

占的であった tes・taceaは、matsush1.tai ,  syLt,teoLaおよびdi.s・e・oidaLts キベリ ク ロヒ メ ハナカ ミ

キリとともに劣性な訪花であった。 したがってャマプキシ , ウマの方がシラネセンキュウより片寄っ

た訪花の傾向を示すと言える。

また、ヤマプキシgウマ嗜好の種としては te.s・taeeaおよびoyamae、 シラネセンキュウ嗜好の種と

しては insuturata, gTauatn.tおよびoんba3la.s・んi iが上げられるo さらにPidon,ia以外のハナカミ
キリでは、 チャポハナカミキリ、個体数は少ないがミヤマホソハナカミキリが前者、 カラカネハナカ

ミキリが後者である。 これらの種は、この2 種の訪花植物に対し当地域における、斉藤・ 補・ 長山

( 1978 ) に示した『極端な嗜好性を持つ種』に当たる。

調査日により極端な優占順位の変動は見られなかったため一群の訪花植物が開花している期間にお

いては、 その花に訪花する各種の優占順位はほぼ一定していると考えられる。

また、先に述べた回収の結果から、訪花性における種構成および優占順位などの調査を行なう場合、

訪花植物上からP,do,ua類をすべて採集してしまった場合においても、 それらは短時間で補なわれ、

本来の訪花傾向にもどると考えられる。

° 訪花植物による回収個体数の違いについて

訪花植物別に表 l ~4 を注目すると、 シラネセンキュウに比べヤマブキシ・ ウマの方がマークされ

た個体がより多く回収されている。表3 によれば最終的な回収を行なった時点でシラネセンキュウで

はャマプキシ , ウマでマークされた testaeea l 雄のみが回収されたにすぎない。 したがってャマブキ
シ ウマに比べシラネセンキュウに訪花するP,don,a類の方がより動的であった。
これらの原因についてはいくつか考えられるが、そのひとつに訪花植物の形態がある( 図2 )。 シ
ラネセンキュウと ャマプキシ ウマの花の形態を表わしたものが図2 である。 シラネセンキュウは複

合散形花序で、全体がおわん型であり、当地域では花が地上から1 メートル前後の高さについている

ため、 他の草本より高い位置にある。 このため訪花昆虫は花上から極めて落ちやすいと考えられる。

実際にシラネセンキュウの場合は訪花昆虫が花上から落ちてしまうのを観察することが多い。

28

図2 ヤマプキショウマとシラネセンキュウ

A : ヤマブキシgウマ( 総状花序 )
B : シラネセンキュウ( 複合散形花序)



Pidon ia類のマーキング法による方花性に関する調査 ( ?藤秀生他)

それに対しャマブキシ, ウマでは総状花序で花自体が綿状であり訪花昆虫がもぐり込みやすい形態

をしている。 花の背も低くく他の草本類とほぼ同じ高さであるため訪花昆虫は落ちにくい。
また、 直射日光を好まないPido,, Ia類にとっては、おわん型で花に直射を受けるシラネセンキュウ
より、線状で背丈も低いヤマプキシ , ウマの方が陽を直接受けなくてすむのであろう。

もうひとつの要因としては他の訪花昆虫の問題である。シラネセンキュウでは、ハバチ・ ハナアプ

ジ, ウカイポン・ チ , ウ類などの訪花も多く、ある種の競争が起こるものと思われる。 これに対し

ヤマプキシ , ウマでは小型のハナアブ類が僅かに訪花している程度である。

以上のどちらか、 あるいは両方がシラネセンキュウとャマブキシ , ウマ間に現われる訪花 向の相

異をもたらしていると推測される。

°マー キング調査法についての考察

本調査ではハナカミキリ類の上翅に白色のマジックで約1 ~ 2 一の点をつける方法を用いた。 この

方法の間題点はいくつか考えられる。

そのひとつはP,doniaなど小型のハナカミキリでは、 マークする的が小さいうえよく動きまわるた
め、時には白インクが触角や脚等についてしまうことがある。そのためこれらの個体が白インクによ

り諸々 の行動を妨げられるという危険性がある。 しかし本調査ではそのような個体も他の個体と同じ

ように訪花し、特にマークされたことによって訪花行動が妨げられているという様子は見られなかっ

た。 事実、 フィールドでは触角や脚を欠く個体が訪花していることは珍しくない。 したがってマー キ

ングがその個体の訪花行動を妨げるという危険はないと考えられる。 ただし、触角や脚を使って同種

を認識するための信号を伝える交尾行動などについてはこの限りではない。

次にマーキングの有効期間の間題がある。 マー キングに使用したインクが、個体が動きまわる際に

上翅をこすってしまうこと、 あるいは水分などによって洗われてしまうことなどによって消えてしま

う可能性がある。

実際に当地域は7 月末~ 8 月にかけて 型の気象となるため午後3 時頃から2 , 3 時間の夕立ちが

あり、調査期間中も例外ではなかった。本調査では7 月29 日にマークした個体のいくつかが、 8 月1
日の回収時にやや消えかかっていた。 その消え具合から判断して、 本調査で使用したマー キングの有

効期間は少なく見積って6 , 7 日であると思われる。 したがって1 遇間以上、 間をおく調査の場合は、

マークが消えてしまう事がありうるので、 この点を充分考慮する必要がある。

最後に調査場所の間題を上げたい。 調査地を選ぶ際、 先に述べた環境・ 立地条件等については言う

までもないが、ここで特に記したいのは調査対象地域が採集地であるかどうかという点である。 筆者

らは1978年にも当地で同じ調査を行なったが、 その際、 調査中に一般採集者によって調査植物からマ

キング個体が採集されてしまい、 正確なデータが得られなくなってしまった。 このためl978年の調
査は無効となってしまったが、 これは有名採集地を調査地とした筆者らに責任があったのだと反省し

ている。 したがって調査地はなるべく一般採集者の訪れない地域を選ぶべきであろう。

以上がマー キング法による調査の結果とその問題点である。 今後このような調査を行なう方は参考

にしていただきたい。 またヵミキリ類のマー キング法による生態調査に対してご意見やこ'経験をお持
ちの方はご教示願いたい。

末筆ながら本調査に対し、 有益なご助言・ ご協力をいただいた東京農業大学昆虫学研究室の鈴木互
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会からのお知らせ・ ご素内

oバックナンバーはすべて東京通販サービス社へ
1980年度よりバックナンバーの発送はすべて東京通販サービス社に委 いた しましたo ハツクプーン

バーのお申し込みは必ず東京通販サービス社の方へなさって下さい。 事務局の方では一切扱っており
ませんので, 絶対にお申し込みにならないで下さい。また, l980年度よりバックナンバーの学生割引
はやめ( 委託販売により計算が大変めんどうになるため) , 一律料金といたしました。

「 EL YTRA 」 vol .1 l , Vol .2 1 & 2 (1973~1974年)
「ELYTRA 」Vol.3 Nes t/2 「さやばね」 1 ( 1975年)
「ELYTRA 」Vol.4./;a l &2 「さやばね」」Ia2 ( l976年)
「 E LYTRA 」 Vol .5 1 & 2 「 さやばね」 3 (1977年)
r E L Y T RA 」 Vol .6 1 &2 「さやばね.i ./;64 (1978年)
「ELYTRA」Vol.7Jla1 &2 「さやばね.iJl65 (1979~l980年)
「ELYTRA」 Vol.8Jla l & 2 「さやばね」 6 ( l980~1981年)
「 E L YTRA 」 Vol .9 1 & 2 「 さやばね」 7 (1981年)

3冊組 2,0 0 0 ( 〒20 0 )
2冊組 2,000 ( 〒200 )
3 冊組 2,000 ( 〒200 )
3冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組￥3,000 ( 〒200 )
3冊組 3,000 ( 〒200 )

oお申し込み先 : 〒156 東京・ 千歳郵便局私書箱33 号 東京通販サービス社
TEL 03 (426) 6012 郵便振替 東京0- 73156

よ り高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./
各地力ミキリムシリス ト

山崎 秀雄 千葉県のカミキリムシ( ' 千業生物誌”・別刷) B5 , 22頁 169 種の記録M OO( 〒200)
池田 清彦 山梨県のカミキリムシ( ? 山梨県の野生動物”・?l?ll ) B5, 15頁 -l l 250(〒170)
草間 慶一 静岡県のカミキリ (°静岡県の生物” ・ 別刷 ) B 5, l 9頁 n ee(〒170 )
武田 享・ 杉山 勉・ 桜井 宏紀 岐阜県西Il l地方のカミキリムシ B5, l 3頁 250(〒l70 )
川原 誠・ 大川 親雄 三重県のカミキリムシ(°ひらくら” 247 )

B5, 54頁, l図, 2表, 37写真 県下235種の詳報 ￥1,000 (〒200)
補 博幸・ 管 晃 愛援県のカミキリムシ B5, 55頁, 2図表, 県下272種についての詳報

11800 (〒250 )
青野 孝昭・ 字野 弘之・ 重井 博・ 脇本 浩 岡山県のカミキリムシ

( 'すずむし” l9 ( l /2 ) ) A 5, 42頁 n ,000 (〒200)
門脇 久志 隠l度島のカミキリムシー 付・ 中国地方及び日本海諸島ll真のカミキリムシ分布表一

( 'すかしば” 7 ) B5, 40頁, 5pls. 1,000(〒200 )
田中 和臣・ 津田 勝男 鹿児島県のカミキリムシ H ( 本土福 )

( ' SATSUMA”Vol.29, Jla84 ) B5, 75頁, 3 pls. Il l200 (〒250)

管 晃 愛緩県のオサムシ B 5, 33頁, 40図 n 50( 〒200 )

安田 幸夫・ 岡島 秀治 ( 黒沢 良彦 監修 ) 『世界の甲虫」
B5, 144頁, 662原色図, TTS特製版 n ,900 (〒350)

27 科662 種を原色の写真と図で紹介, 世界の甲虫を扱った図鑑では最も収録数の多いものです。
大人向の特装版を1000部限定発行。 お早日にどうそ、。

稲原 延夫 世界のクワカータムシ B 5 , l 2頁, 50図
稲原 延夫 世界のオオッノ コガネ B 5, 12頁, 43図版

n ee (〒l 70 )
￥300 (〒l 70 )

ご注文はハガキに着名擦印の上 (18オ未満は保種者印) ご注文下さい。 直ちにお送
りいたします, 代金は到着後5 日以内にご送金下さい。送料は2 冊以上になると安
くなります,

お近く の方は小社( 小田3'経堂駅前1 へ ./ i i虫関係l ?1,l」'
常時4,000タイトル以上在庫水昭l'?・日定体・ ・l l日10~19時・
日昭13 ~ l7時 JCBカード加盟店 在1,11リブ、ト ( 3 回分￥200)

虫洋書・ 地方図書は専門の小社へ

東京通販サー ビス社
〒156 東l、f- I a使fia書ill33号 小m a?・電ビルl2F1221l・

0 (03) ◆26- 6012 接t't 0 - 73156
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o会 の納入, 住所変更のご通知の際には氏名と共に必f会●f号をお書き添え下さいますようお願
いいたします。

o住所変更の折にはなるべくすみやかに新住所をご通知下さい。 旧住所のままですと, せっかくお送
りした会誌がもどってくるうえに, 郵便屋さんに最付科を請求されますし, さらにもう1 度送り直
す送科もかかります。 今春より郵便料金も値上りしたことです し, 住所変更の届けを出さなかった
ために郵便物がもどってきた場合には, その分の追加送料などを別途に 求いたしますのでご注意

下さい。

o r振替口座を作るように」とのお間い合わせが時々 あり, なんとかしたいと思ってはいるのですが,
現在の状況では人手不足でどうにもなりません。 振替口座を作って事務・ 会計をやって下さる会員
の方が出てこられるまでは, 当分の間, ロ座は作れません。 どなたかやって下さる方がおられまし
たらご速絡下さい。 (事務局 )

集 後 記

本号から藤田さんに代って, さやばねの編集をやることになりました。考えていたよりはるかに大
変なのでびっくりしました。なれないもので, 不備な点がありましたらご指摘ください。
ゴミムシ類が大雨のため流されて, 海岸で沢山採れるなどということは予想もっきませんでした。
ヵミキリムシやタマムシの流木と同じように, 案外このようにしてゴミムシ類は分布を広げているの
かもしれない, などと思いながら読んでいました。また単なる日録ではなく, いくつかの種について
はコメントがっいているので英味を持って読むことができました。

台湾産のタテジマカミキリも日本のものと少し違っているので, その違いをどのように評価するべ

きか, などと考えながら読んでいました。高須さんは力ミキリムシの雌交尾器を研究しているので,
そちらの方からの指摘がとても新鮮でした。

松本さんたちも高須さんも今回発表された内容と関連した研究をしているので, 近いうちにまた本
誌に現れることを望んでいます。 読者の皆さんも投稿をお願いします。

さやばね 7 昭和56 年 l l 月 l5 日発行

編集者 : 斉藤秀生

発行所: 日本常翅目学会( 〒110 東京都台東区東上野4 - 26 - 8 , 福田 一方 )
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4, 500円( 送料別)
中型
4, 000円( 送料別)
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